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研究成果概要 
 宇宙線空気シャワー観測データの解析において空気シャワーシミュレーションは欠く

ことのできないツールである。世界的に CORSIKA コードへの一極集中が進む中、本研

究では COSMOS コードの改良をもとに新たなコード開発をめざしている。 
 令和２年度は、公開版である COSMOS9 に大気以外の物質を入れられる改良版の開

発を進めた。検出器シミュレーションコード EPICS とのハイブリッドという意味で、

COSMOS eXtended (COSMOS X)とし、公開に向けた動作試験を進めた。開発メンバー

は月例でオンライン会議を行い、以下の点について議論・開発を進めた。 
• COSMOS Xの動作試験と改良の継続。特に旧バージョンとの違いについて慎重に検

討を続けている。 

• 共同開発のための gitサーバーを安定した商用サーバーに移行した。 

• 可視化用サンプルコードとして、関連研究者に馴染みの深いROOTを利用したもの

を開発した。 

• マニュアルの全面的書き換え。 

• 本共同研究で2015年に講演いただいた西村純先生の電磁カスケードシャワー理論

に関するテキストを公開に向けて編集開始。 

 昨年度延期とした「第四回空気シャワー観測による宇宙線の起源探索勉強会」を３月

２５日、２６日に開催した。新型コロナウィルス感染拡大防止のためオンライン開催と

した。初日に大学院生による若手セッションを、二日目に宇宙線観測・加速器実験の将

来計画を議論するプログラムであった。 
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